
日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

図書フロアのみ休館

全館休館
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ポモーヌ 2023年　10月号　A4 4P
表紙面 2C  スミ＋DIC367

表 4 表 1

開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■ 日祝10時～17時  ■休館日 

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4 TEL：施設代表 03-3502-3340  図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

掲載されている内容について変更や中止となる場合があります。
最新情報は、ホームページ等をご確認ください。

「都市開発と保存
～日比谷通りの昔・今・これから～」(～11/17) 
内幸町界隈では現在、再開発事業が行われています。本展示では、日比谷
通り沿いの変遷を特に建物に注目して、都市開発に関する本も交えて紹
介します。再開発で新しく作られるものや、文化財などの保存すべきも
の、変わるものと変えないものに目を向けていただければと思います。

「大人だって遊びたい！」(～2024/1/12) 
日々忙しく時間に追われがちな大人。そんな大人にとって「遊び」や「趣味」
は毎日の生活を向上させ、心のゆとりを保つために必須の要素です。また
世代を超えた交流ができるのも、「遊び」や「趣味」の醍醐味といえるでしょ
う。この展示をヒントに新しい楽しみを探してみてはいかがですか。

「「新しい」フランス」（～10/13）
1858年の国交樹立以降、日仏両国は様々な分野で深く影響しあってき
ました。交流165年目を迎える当年、「「新しい」フランス」と題し、9つの
テーマからフランスに関する資料を前期・後期に分けてご紹介します。後
期は政治、哲学、ファッション、映画、音楽の5テーマです。ぜひ、馴染みの
なかったテーマの本も手に取ってみて下さい。

※展示情報は変更する場合がございます。10 月 の 展 示 情 報
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■2F パープルゾーン三角台

展示   　PICK UP

～11/26（日）

■3F エレベーターホール・ガラスケース

■2F エレベーターホール ～11/1（水）

特別展 関東大震災100年
「首都東京の復興ものがたり
―未来へ繋ぐ100年の記憶―」関連展示

■3F エレベーターホール ～10/27（金）

日比谷カレッジ
「日本社会と睡眠」関連展示
「あなたは眠れていますか？」

関東大震災の発生から復興までの道の
りを記録した資料や、今後起こりうる災
害に備え、地震の知識や備蓄品など身
を守る方法を学ぶ資料を展示します。

ラジオもまだない時代に、活字も動力
も通信交通網も失った帝都で、新聞は
何を伝えたのか。千代田区教育委員会
所蔵の関東大震災発生直後の新聞を
紐解き、記事や告知欄から当時を読み
解きます。また当時を知るための資料
も紹介します。

「東京国際映画祭2023」コンペティション部門の審査委員長に
就任した、ドイツの名匠ヴィム・ヴェンダース氏は、自身のルーツ
に音楽があると公言するほど“音楽”と親和性の高い映画監督で
す。そんなヴェンダースの音楽をたどる旅を探求するカレッジ
（10/18）開催に関連し、関連資料や関連グッズを展示します。

10月6日・27日に開催される日比
谷カレッジ「日本社会と睡眠」に
あわせて関連図書の展示を行っ
ています。また、睡眠時間と労働
時間の世界各国との比較データ
などをパネルで紹介しています。
個人の睡眠不足だけでなく、社会
全体で改善していくために睡眠
について学んでみませんか。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〔 都営地下鉄 〕 ◎三田線「内幸町駅」 A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕 ◎丸ノ内線  ◎日比谷線  「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
◎千代田線  「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 　◎ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分
 ※当施設に駐車場・駐輪場はございません。 公共交通機関をご利用下さい。

図書の特別整理を実施するため、2階・3階の図書フロア部分を臨時休館します。期間
中は、フロアへの立入りが出来なくなる他、図書の貸出・閲覧席の利用などが出来なく
なります。本の返却は1階エントランスおよび国会通り側ブックポストをご利用くださ
い。（一部資料を除く）図書フロア以外の施設は通常通りご利用いただけます。
※10月16日（月）は全館、休館日です（文化財事務室は除く）

部分（図書フロア）休館のお知らせ

2023年10月14日（土）、15日（日）

一青年の見た関東大震災
～旧結城藩・水野勝邦の震災アルバム～
● 日時：9月30日（土）14：00～15：30（13：30開場）
● 講師：長谷川 怜（皇學館大學准教授）
● 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
● 定員：200名　● 参加費：500円

学芸員による
ギャラリートーク
● 日時： 10月6日(金)、10月27日（金）、
　　　  11月10日（金）  各回18：30～（約30分）
● 定員：先着20名　
● 参加費無料

※前後期で展示替えあり◎前期：９月１日（金）～10月
15日（日）◎後期：10月20日（金）～11月26日（日）
◎休室日：10月17日（火）～10月19日（木）◎休館日：
第３月曜日◎開室時間：月～木・土 10：00～19：00、 
金 10：00～20：00、 日・祝 10：00～17：00（入室は
閉室の15分前）◎会場：日比谷図書文化館１階特別
展示室◎主催：千代田区、千代田区教育委員会◎協
力：日本建築学会 建築歴史・意匠委員会 帝都復興事
業調査研究ワーキンググループ、日比谷図書文化館
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特別整理期間（蔵書点検）のお知らせ
ライブラリー・インフォメーションL I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10/14（土）
10/15（日）
10/16（月）

※2・3階の図書フロアには
　立ち入りできません。

※文化財事務室は除く

●蔵書点検とは？
書架に並んでいるすべての本のICタグやバーコードを
読み取り、あるべき場所に本があるかどうか、行方不明
になっている本はないかを確認する作業のことです。

14日・15日の本の返却は、1階エントランス
の返却ボックスおよび国会通り側のブックポ
ストをご利用いただけますが、本の返却処理
が遅くなることをあらかじめご了承ください。期間中はご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

100年前に発行された新聞

「新聞が記録した関東大震災のリアル」

HIBIYA PARK TERRACE 120 CINEMA TERRACE × 日比谷カレッジ

その音楽とともに、旅へ。
～ヴィム・ヴェンダース監督作品の
　サウンドトラックを聴く～ 関連展示

協力：眠りのライブラリー＠カフェRinne

大正12（1923）年9月１日に発生した関東大
震災では江戸から受け継いだ町並みが失な
われ、多くの人命が犠牲となりました。今回の
展覧会では、“首都東京の復興”をテーマに都
市が経験した震災復興の歴史を振り返りま
す。関東大震災から100年という節目の年

1
2
3

4

関東大震災～そのとき失われた風景と暮らし～
震災によって灰塵と化した江戸から継承された町並み。震災前後のまちの様子を見ていきます。

復興を支えた新制度～バラックから建築防災まで～
都市の耐震・不燃化を目指した新しい制度の元、区画整理から始まる都市の復興をたどります。

復興建築の諸相～技術者と都市デザイン～
4つの視点から復興する都市の様子を捉えます。
【前期】復興小学校・復興橋梁 （～10月15日（日））  【後期】丸の内オフィス街・復興住宅 （10月20日（金）～）   

帝都復興から始まる次の時代
震災から6年余り、復興を遂げた新しい都市の姿と現在へ語り継がれる震災の記憶を紹介します。

に、当時の人々が何を感じ、どのように振舞っ
たのか、人々の記憶を紐解きながら彼らが直
面した大災害と復興の物語をたどります。貴
重な資料や写真、そして映像や模型などか
ら、人々が未曾有の災害から力強く復興した
姿を是非ご覧ください。

その他の関連講座は中面をご覧ください→

【
関
連
講
座
】（
日
比
谷
カ
レ
ッ
ジ
）

【展示構成】観覧無料

1126（日）～
会期
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3

23

絵はがき《丸の内ビルディング》

開催中
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『ヴィム・ヴェンダース』
● 樋口 泰人 監修
● エスクァイアマガジンジャパン 編
● カルチュア・パブリッシャーズ
● 1997年

『ドイツ・ニューシネマを読む』
● 瀬川 裕司、松山 文子、奥村 賢 編
● フィルムアート社
● 1992年
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日比谷オペラ塾

オペラ・あ・ら・かると bis（全２回）
オペラ初心者から愛好者までが楽しめる多彩なオペラの魅力を縦横
に紹介する講座です。今シーズンから小ホールで開催します。全2回の
うち、11月はワーグナー研究の第一人者・山崎太郎さんがワーグナー
究極の愛のドラマ『トリスタンとイゾルデ』について読み解きます。　 
（主催：フェニーチェ劇場友の会、共催：日比谷図書文化館）
■ 日時：11月30日（木）19：00～20：30（18：30開場）
 「トリスタンとイゾルデ」の真実
 講師： 山崎 太郎（ドイツ文学者・東京工業大学教授）
 12月14日（木）19：00～20：30（18：30開場）
 マリア・カラスという生き方
 講師：井内 美香（オペラ・キュレーター）

■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：各回60名　■ 参加費：各回1500円

ポモーヌ 2023年　10月号　A4 4P
中面 2C  スミ＋DIC367

まで

(水)
410

(金)他
610 日本社会と睡眠（全２回）

世界最低水準の睡眠時間となって
しまった日本。その経済的損失は
15～18兆円ともいわれています。
睡眠不足の根底にある日本社会
全体の睡眠に対する意識の低さ
に目を向け、医学と文化の二つの
側面から睡眠のとれる社会にする
には何が必要か、考えていきます。 
（企画・協力：睡眠文化研究会）
■ 日時：10月6日（金）19:00～20：30（18：30開場）
 第１回「睡眠の謎に挑む ～基礎研究から社会実装まで～ 」
 講師：柳沢 正史（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構機構長・教授）

 10月27日（金）19:00～20：30（18：30開場）
 第２回「日本人はなぜ眠らないのか：日本の睡眠意識から未来を考える」  
 講師：豊田 由貴夫（立教大学名誉教授）

■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：各回200名■ 参加費：各回1000円　 ※各回での申込みとなります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(水)
1110 上廣・日比谷ライブラリーレクチャー
私のチャレンジ人生 
第２回「生命の進化をめぐる誤解の数 」々
講師：長谷川 眞理子（進化生物学者・日本芸術文化振興会理事長）

「進化」という言葉は、ものごとが発展していくこ
とや進歩していくこととして、日常的に使われて
います。しかし、生物学の用語としての進化には
「世代を経た変化」という定義があり、進歩など
の意味は含んでいません。そんなこんなで、生物
の進化については誤解があふれています。本講
座では、それらの誤解を正すとともに、人間の未
来についても考えてみたいと思います。
（主催：公益財団法人上廣倫理財団、共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：10月11日（水）19：00～20：30（18：３0開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　
■ 定員：200名　■ 参加費：500円 （千代田区民・学生は無料）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

(木)
1910

10

「日比谷オペラ塾」2023/2024シーズン開幕特別講演会

作家：深水黎一郎が語る
『ミステリー的オペラ鑑賞術』―演出を中心に―
講師：深水 黎一郎（作家）

本講座は、『トスカ』の上演中に殺人事件が起
きる『トスカの接吻オペラ・ミステリオーザ』（講談
社文庫）などオペラや音楽を題材にした作品も多
い深水黎一郎氏に『ドン・ジョヴァンニ』などのオペ
ラを中心に「ミステリー小説的な手法を応用したオ
ペラ演出の可能性」について探っていただきます。   
（主催：フェニーチェ劇場友の会、共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：10月19日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　
■ 定員：200名　■ 参加費：1500円

(水)
1810 HIBIYA PARK TERRACE 120 CINEMA TERRACE × 日比谷カレッジ

その音楽とともに、旅へ。
～ヴィム・ヴェンダース監督作品のサウンドトラックを聴く～
講師：志田 一穂（ラジオDJ、文筆家）

ニュー・ジャーマン・シネマの旗手として
現れたヴィム・ヴェンダース監督は、自身
のルーツに“音楽”があると公言。欧米の
ロック、ライ・クーダーのスライド・ギ
ター、賑やかなキューバ音楽に、ドイツ
のユルゲン・クニーパーによる弦楽奏な
ど、どれもが印象的に使用されてきました。そうした音楽と共に、様々な
国を旅しながら、彼の作品群を探求していきます。

■ 日時：10月18日（水）19：00～20：30（18：30開場）  ■ 会場：地下１階 日比谷
コンベンションホール（大ホール） 　■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(木)
211

C I N E M A  T E R R A C E
日比谷公園開園120周年を記念しエンタの街日比谷にちなみ、
映画をテーマにコンサートやマルシェ、ワークショップを開催。
詳細は日比谷公園HPをご覧ください。
● 日時：10月7日（土）・8日(日)11：00～16：00 ● 場所：日比谷公園 小音楽堂ほか

◆古文書塾てらこや本講座  開講

入門コース
120分
（全５回）

本科コース
120分
（全５回）

特別講座
90分

（全５回）

特設・月１回
コース

90分（全3回） 陽明文庫蔵 『源氏物語 桐壺』を読む［翻字者育成講座］

ハーバード大学蔵『源氏物語 須磨』を読む［翻字者育成講座］

江戸・明治の書状を読む―形式と内容、一歩から

江戸を楽しむ―江戸の寺社あれこれ

開国ニッポンの外国人

大久保利通の手紙を読む

幕末・江戸庶民の世相を読む―「弘化雑記」の世界

武家文書を読む―幕府崩壊事情

古文書の保存・修復の知技能―古文書保存のセラピスト講座

文人画と碑文―掛軸を読む

いろはの次 ― 古文書いろいろ（午後クラス）

いろはの次 ― 古文書いろいろ（午前クラス）

いろはの次 ― 大江戸大変 

古文書のいろは　筆字のくずし字

（月）10：30～

講座名 曜日・時間 実施日

9/25

9/25

9/26

9/21

9/29

9/22

9/25

10/3

10/3

9/17

9/26

9/20

9/28

9/26

10/4

9/28

9/29

10/13

10/13

13：30～

10：30～

13：30～
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古文書専門塾として、初心者から経験者まで楽しみながら学んで
いただける「古文書塾てらこや」。 多種多様な講座を開催します。

■会場： 4階スタジオプラス、4階セミナールーム ■定員：各講座23名（申込順） 
■参加費（初回一括払い）：【入門コース】【本科コース】16,800円（全5回/各回
120分/資料代500円）【特別講座】13,650円（全5回/各回90分/資料代500円）
【特設・月1回コース】8,190円（全3回/各回90分/資料代300円）※特設・月1回
コース「ハーバード大学蔵『源氏物語 須磨』を読む」には、別途テキスト、同『源
氏物語 須磨』（1,760円 税込/2013年 新典社）が必要です。（当館でのご用意
も承ります）※てらこやに関する資料をご希望の方には無料で送付いたします。
■資料請求・体験講座のお問い合わせ：電話（03-3502-3340）　
日比谷図書文化館代表  古文書塾てらこや担当迄

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関東大震災から100年の節目の年、特別研究室では当室
所蔵の震災の記録と市政専門図書館所蔵の復興関連資
料（復興道路、公園、橋梁、小学校）から関東大震災を振り
返り、防災について考えるきっかけとする展示を開催してい
ます。関東大震災復興のシンボルとなった市政会館・日比
谷公会堂（東京都指定有形文化財）の建築模型（制作：今
村仁美 / アトリエ イマージュ）もあわせて展示しています。

震災の記録と復興の足跡

● 主な展示資料
　『震災画報 全』（1923-24年）  『帝都大震災一覧』（1923年）　
　『National Geographic Magazine』 1923年10月号　ほか 
● 期間：開催中～10月31日（火）
● 開室時間: 平日10：00～20：00、土曜10：00～18：00、
　  日曜・祝日10：00～16：00　● 会場：４階特別研究室
●協力：今村仁美（アトリエ イマージュ）、公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所市政専門図書館

尋ね人の貼り紙がされた西郷隆盛像（宮武外骨著『震災画報』 1923年）

建築模型ワークショップ
紙とボードで日比谷公会堂をつくる
 講師：今村 仁美（アトリエ イマージュ代表）(土)
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かつて「日本のカーネギーホール」と称された日比谷公
会堂（東京都指定有形文化財）は1929（昭和4）年に竣
工し、関東大震災復興のシンボルとなりました。今回の
ワークショップでは関東大震災から100年にちなみ、
動画を見ながら模型制作キットを使用して日比谷公
会堂の模型を作り、額縁に入れて仕上げます。     

■ 日時：10月14日（土）14：00～17：00（13：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）   ■ 定員：20名   
■ 参加費：3000円（材料費込み）

関 連 講 座

仕上がりサイズ：
幅39cm×高さ29cm×奥行8cm

（画像はイメージです）

入場無料

伝統芸能の拠点として昭和41年11月に開場した国立劇場
は、建て替えのため、今年10月末で一時閉場します。本展示
では、開場から57年間に行われた数 の々名公演の中から37
公演のポスターを展示するほか、お借りした関連資料や図書
館所蔵の関連本を展示し、国立劇場の歴史を振り返ります。

特 別 研 究 室 企 画 展 示

ケルト文化と循環する生命
―「渦巻文様」を読み解く
講師：鶴岡 真弓（多摩美術大学名誉教授）

ケルトの人々の豊かな自然観・生命観は、『ケ
ルズの書』に見られる神秘的な文様・デザイ
ンに反映され、アール・ヌーヴォーにも影響
を与えました。ケルト文化によって伝えられて
きた神話・伝説、美術・考古を通して、日本人
の心と響き合う文化芸術の特色に迫ります。

■ 日時：10月4日（水）19：00～20：30
　 （18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、お名前（よみが
な）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約を承ります。各講座と
もに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの場合はご連絡ください。参
加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、当日、図書貸出券や健康保険
証など住所が確認できるものをお持ちください。

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 
「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、
さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

10・11月の講座

柳沢 正史 豊田 由貴夫

(土)
21 震災から復興する小学校と新時代の教育講師：小林 正泰（共立女子大学家政学部児童学科准教授）

関東大震災により焼失した小学校は、耐震
耐火の鉄筋コンクリート造で復興されまし
た。この「復興小学校」は、単なる復旧ではな
く、当時の都市教育が抱える諸課題を解決
するとともに、地域社会からの支援を受けな
がら新しい教育を実現しようとしました。そ
の過程を個別の学校の事例とともにたどります。

■ 日時：10月21日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：500円

関東大震災に遭った文豪・学者たち
―芥川龍之介・柳田国男・折口信夫 その他
講師：畑中 章宏 (作家・民俗学者)

関東大震災は文化人たちにも様々な影響を与えまし
た。芥川龍之介は自警団として活動し、折口信夫は帰
宅困難に陥りました。永井荷風は「運河の都」としての
復興を提言し、ロンドンで惨状を知った柳田国男は、
「災害は天罰」だと言う者を叱りました。未曾有の大災
害に遭った彼らの反応から当時の世情を垣間見ます。
■ 日時：11月11日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：500円

HIBIYA 
PARK TERRACE 120

芥川龍之介
出典：国立国会図書館 「近代日本人の肖像」

( https://www.ndl.go.jp/portrait/ )

復興する小学校
（明石小学校）

（出典：東京市役所
『東京市教育施設復興図集』

勝田書店、1932年）

特 別 展 関 連 講 座

宝塚歌劇の創始者・小林一三の事業から紐解く

芸術文化都市・日比谷の魅力
講師：石坂 安希 （早稲田大学演劇博物館招聘研究員）
2023年は、宝塚歌劇、阪急東宝グループの創始者・小林一三の生誕
150周年という節目にあたります。小林は東京宝塚劇場の建設をもっ
て、日比谷界隈を日本屈指の劇場街へと発展させました。大衆向けの
上品な娯楽のメッカを築いた小林一三の偉業を通して、芸術文化都
市・日比谷の魅力についてお話しします。

■ 日時：11月2日（木）19：00～20：30（18：30開場）  ■ 会場：地下１階 日比谷
コンベンションホール（大ホール）  ■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(火)
1411 星のソムリエ® 星空教室

宇宙の始まりと終わりの物語
講師：皆川 敏春（星のソムリエ®みたか） 北崎 直子（星のソムリエ®みたか）
美しい星空を眺めていると、この宇宙にも始まりや終わりはあるの
か？という素朴な疑問が芽生えてきます。科学の発展を促した末に
ビックバン宇宙を発見、星の世界は芸術や文化への影響にも大きく寄
与してきました。今回は最新の宇宙論なども紹介しつつ、人間が考え
た宇宙のシナリオを紐解いていきます。

■ 日時：11月14日（火）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）   ■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

(水)
1511 生まれかわった霞ヶ関

～明治政府の夢だった官庁集中計画は
　関東大震災後どう実現したのか～
講師：宮田 章（元建設省 大臣官房審議官）
不平等条約改正が最大の課題だった明治政府は中央官庁建設を夢見
ますが、実りませんでした。大正に入り、関東大震災は官庁施設にも甚
大な損害を与え、分散していた中央官庁は霞ヶ関に集中します。現代
につながる中央官庁街はどのように建設されたのか、その歴史をたど
ります。  （企画・協力： NPO法人建築から社会に貢献する会）
■ 日時：11月15日（水）19：00～20：30（18：30開場）  ■ 会場：地下１階 日比谷
コンベンションホール（大ホール）   ■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(木)他
3011

千代田区・独立行政法人日本芸術文化振興会 共催

国立劇場 歌舞伎･文楽公演 ポスター展 
―ありがとう、そして、これからも―

● 会期： 中期 【昭和・平成期②】 開催中～10月20日(金)
   後期 【令和2年以降】 10月24日(火)～11月25日(土)
● 場所：千代田図書館9階 展示ウォール

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 




